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十島村産ビワ出荷 30周年セレモニー開催

今年で十島村産ﾋﾞﾜ出荷が 30 周年を迎えることから、
4/14（月）鹿児島中央青果市場において、十島村産ﾋﾞﾜ出
荷 30 周年ｾﾚﾓﾆｰを開催いたしました。
　十島村歴代の営農指導員や中之島ﾋﾞﾜ生産者 5名も参加
していただき、新たな門出を祝うことができました。

【4/14 出荷量】：合計 237.6 ㎏
【販売金額】：333,179 円
【平均単価】：1402.27 円 /kg
【最高価格】：2,400 円 / ㎏
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髙本　海人さん
口之島中学校

新入生の皆さん、ご入学　  おめでとうございます！
　春爛漫の心地よい季節となってきた 4月。口之島・中之島・平島・諏訪之瀬島・小宝島・
宝島の各島小中学校に、希望に満ちた、新入学生がそれぞれ入学されました。
　元気いっぱいの新入学生徒、児童をご紹介します。

羽生　深理さん
中之島小学校

中之島小学校
小原澤　そらさん

中之島小学校
藤谷　拓斗さん

中之島中学校

平泉　開翔さん

中之島中学校

宮村　知宏さん

諏訪之瀬島小学校
濱田　一馬さん

平島中学校

大関　蓮さん

諏訪之瀬島中学校 徳田　幸作さん

諏訪之瀬島小学校
日高　涼凪さん

小宝島小学校
下川　陽菜さん

小宝島中学校 上三垣　理恵さん

　ぼくの中学校での目標
は、何事もあきらめず覇気
ある毎日を過ごしていくこ
とです。中学校では、勉強
や運動が大変になります。
でも、必死に努力してがん
ばります。

　しょうがっこうでは、た
いいくのべんきょうがたの
しいです。これからべん
きょうで１００てんをとれ
るようがんばりたいです。

　ぼくは今年から平島小中学校
で一番上の学年になったので、
学校をまとめ、信頼されるリー
ダーになれるように頑張りたい
です。また部活動のバトミント
ンを一生懸命練習して、試合で
も負けないくらい、上達できる
ようにがんばります。

　たのしみにしていた 1ね
んせいになれて、うれしい
です。のぼりぼうでまわる
わざができるようになりた
いです。さんすうのおべん
きょうもすきです。がんば
ります。

　1ねんせいになれてうれ
しいです。きゅうしょくも
もりもりたべて、すきなこ
くごとさんすうをがんばり
ます。まいあさあるランニ
ングを２０しゅうはしれる
ようにがんばります。

　僕は山海留学生として諏
訪之瀬島にやってきまし
た。諏訪之瀬島のきれいな
海と山、そして学校と友だ
ちが大好きです。中学生と
しての自覚を意識し、自ら
考え、自ら行動できるよう
になりたいです。

　鹿児島の伊集院から来ました下
川陽菜（ほのか）です。小宝島の
人たちはとても優しいので、お友
だちとたくさん遊びたいです。大
好きな勉強は算数の足し算です。
学校でがんばりたいことは体育で
す。少しでも泳げるようになりた
いです。

　私は将来の夢や目標に向かって、
勉強や学校行事など精いっぱい頑
張りたいです。また、小学生のお
手本となれるように思いやりの心
を大切にしながら、みんなで楽し
く充実した中学校生活を送りたい
と思います。

　こうていのてつぼうであ
そぶのがたのしいです。こ
れから、いちりんしゃにの
れるようにれんしゅうをが
んばりたいです。

　がっこうでみんなとなか
よくあそぶのがたのしいで
す。ことしは、いちりんしゃ
にのれるようにがんばりた
いです。

　今年は、中之島小・中学校の全
校生徒数が１９名になりました。
同級生も二人でき、とても楽しい
学校生活を送っています。今まで
は、一人で仕事をしていたけど、
これからは三人協力して、今まで
以上に仕事の幅を広げてがんばっ
ていきたいです。そして、小学校
をまとめていけるようがんばりた
いです。

　ぼくは中学生になったので、ま
ずはしっかりと時間を守りたいで
す。中之島に来て１カ月が過ぎ、
ここでの生活にもだいぶ慣れまし
た。学校でも中之島でも、ルール
があるので、時間とルールを守っ
てしっかりとやっていきたいで
す。

　初めての島での生活が始まっ
て、１カ月が経ちました。初めは
不安なことばかりで、うまくやっ
ていけるか心配でした。でも、島
民のみなさんが温かい言葉を何度
もかけてくださり、不安はすぐに
なくなりました。これから数少な
い中学生の一員として、責任を
もって過ごしていきたいと思いま
す。

中之島中学校

大迫　惠さん

　僕は諏訪之瀬島の雄大で
美しい自然といつも遊んで
くれる優しい友だちが大好
きです。中学校での目標は
キビキビとした行動を心が
け、小学生の先輩として手
本となれるようにしたいで
す。

諏訪之瀬島中学校 山木　力羅さん

　中学生になり、忙しくなってき
ましたが、毎日が充実しています。
中学校では「数学」と「英語」を
頑張りたいです。また、運動会や
文化祭などの行事で下級生を引っ
張っていけるように頑張ります。

小宝島中学校 森　文音さん

　ぼくは、１ねんせいのかみしゅ
うへいです。べんきょうでは、さ
んすうをがんばりたいです。うん
どうでは、かけっこやとびばこを
がんばりたいです。はやねはやお
きもがんばります。そして、とも
だちとなかよくいっぱいあそびた
いです。よろしくおねがいします。

宝島小学校 上　修平さん
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4
月
24
日
か
ら
25
日
の
２
日
間
、
役
場
本
庁
会
議
室

に
て
「
平
成
26
年
度
第
１
回
出
張
員
会
議
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
３
名
が
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
出

席
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
月
24
日
付
採
用
の
小
宝
島
出

張
員
の
髙
尾
氏
も
出
席
し
、
各
課
と
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
25
日
の
午
後
か
ら
は
代
表
監
査
委
員
を
12

年
務
め
て
い
た
だ
い
た
大
原
博
昭
先
生
を
講
師
に
招
い

て
職
員
と
一
緒
に
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
張
員
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
‼

　
平
成
26
年
4
月
27
日
に
大
阪
市
の
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
『
第
10
回
関
西
か
ご

し
ま
フ
ァ
ン
デ―

』
に
『
十
島
村
〜
ト
カ
ラ
列
島
〜
』
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、関
西
鹿
児
島
県
人
会
総
連
合
会
主
催
で
、本
年
は
10
回
目
の
記
念
大
会
で
、

会
場
に
は
約
３
万
６
０
０
０
人
が
来
場
し
、
物
産
観
光
展
に
は
本
村
の
ほ
か
約
230
企
業
・
団
体

の
317
ブ
ー
ス
が
出
展
。
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
本
村
ブ
ー
ス
で
も
島
出
身
者
を
中
心
に
、

多
く
の
来
場
客
で
賑
わ
い
、
大
名
た
け
の
こ
を
は
じ
め
と
し
た
青
果
物
は
早
い
う
ち
に
完
売
と

な
り
、
バ
ナ
ナ
ジ
ャ
ム
や
び
わ
ジ
ャ
ム
も
売
れ
行
き
が
よ
く
、
大
変
盛
況
し
て
い
ま
し
た
。
特

産
品
を
通
じ
本
村
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
前
日
の
26
日
に
は
、
道
頓
堀
に
て
関
西
出
身
者
会
の
設
立
に
向
け
、
関
西
在
住
の
出
身

者
と
の
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
役
場
か
ら
村
長
を
は
じ
め
職
員
５
名
の
計
６
名
が
出
席
し
、

各
島
の
出
身
者
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
で
は
、
出
身
者
の
方
々
か
ら
島
に
対
す
る
熱
い
思

い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
出
身
者
会
を
満
場
一
致
で
設
立
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
今
年
中
の
設

立
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
出
身
者
の
皆
様
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
へ
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
出
身
者
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

消防分団長会議が開催されました
　平成 26年 4月 21 日（月），役場本庁会議室にて「平成 26 年度消防分団長会議」
が開催されました。当日は各島消防分団から代表者が参加し，急患発生時の対応
や今後の事業計画，9月 1日（月）に実施予定の地震・津波避難訓練の計画等に
ついて協議が行われました。会議を通じて，本村の消防活動に関する今後の取組
みや方針等を再確認した有意義な会議となりました。

　５月９日、鹿児島市本名町の生花店主、田
知行義久さんから村内の児童生徒に向けて、
母の日用のカーネーションがプレゼントされ
ました。田知行さんが経営している生花店が、
以前本村と同じ鹿児島郡に所属していたこと
がきっかけではじまり、今年で 33 年目を迎え
ました。村内では手に入りにくいカーネーショ
ンに毎年とても喜んでいます。本当にありが
とうございました。

母の日　　カーネーション　　　が贈られました
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船
内
文
庫
に

書
籍
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

　
一
般
財
団
法
人
　
日
本
貿
易

関
係
手
続
簡
易
化
協
会
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｔ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
永
山
明
洋
様
か
ら

船
内
文
庫
と
し
て
『
金
十
丸
、

奄
美
の
英
雄
伝
説
』
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
永
山
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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税務係からのお知らせ

平成 26 年度の各種税金・保険料の納期は下記のとおりです。
納期を確認し、納付忘れのないようお願いいたします。

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

5  57  
(31 ) 

673,600  
(337,200 )  

5  7  
(1 ) 

365,000  
(60,000 )  

10  8  
 

2,950,000  
 

 72  
(32 ) 

3,988,600  
(397,200 ) 

 

25  
 

  

  

 

 
 

( 26 4 ) 

   

        

       

       

       

       

       

       

 
 

 26  27   26  27  
(50cc) 1,000  2,000   5,500  6,900  
( 90cc) 1,200  2,000   7,200  10,800  
( 125cc) 1,600  2,400   3,000  3,800  
3  2,500  3,700   4,000  5,000  
2  2,400  3,600  2  4,000  6,000  

3  3,100  3,900     
 

27  
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地
域
づ
く
り
組
織
代
表
者
会
議
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
26
年
3
月
24
日
（
月
）
に
地
域
づ
く
り
組
織
代
表
者
会
議
が
本
庁

会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
各
島
代
表
者
7
名(

う
ち
4

名
は
テ
レ
ビ
会
議
で
の
参
加)

役
場
か
ら
各
課
長
・
地
域
担
当
職
員
14
名

の
計
21
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
村
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
担
当
者
よ
り
25
年
度
予
算
の
報
告
、

26
年
度
予
算
概
要
お
よ
び
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
、
ま
た
、
各
地
域

代
表
者
か
ら
は
事
業
実
施
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
代
表
者
か
ら

は
事
業
へ
の
取
り
組
み
等
、
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ

き
ま
し
た
意
見
は
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
事
業
へ
活
か
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
代
表
者
並
び
に
職
員
の
皆
様
、
年
度
末
の
お
忙

し
い
中
、
会
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成 26年度　地域づくり予算について
平成 26 年度の地域づくり予算については次のとおりです。

 

項   目 予算額（円） 内         容 

報償金 20,000 代表者会議・地域担当職員連絡会議（講師） 

職員旅費 1,619,000 

地域づくり活動・地域行事への職員参加 

 7 島×2 名×7 回 

地域づくり組織視察研修随行 

 2 名×2 回 

住民旅費 303,000 
代表者会議 

 7 島×1 名×1 回 

食糧費 71,000 

先進地研修みやげ代 

 7 島×1 回 

代表者会議意見交換会 

自動車借上料 40,000 先進地研修レンタカー代 

補助金 2,800,000 
地域づくり活動補助金 

 400,000 円×7 島 

合 計 4,886,000  

※本年度地域づくり活動補助金の使途については、備品購入ではなく、人材育成等に使用して
いただくよう３月の代表者会議にて提案させていただきました。視察先等については役場より
選定・提案させていただく予定です。島民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課　政策推進室

 

 

 

 

○
平
成
26
年
7
月
1
日
か
ら
宿
泊
費
助
成
の
住
民
負
担
額
が
上
が
り
ま
す
� 

 

 

 

 

 1 ( )  

 
H26.4 1  

( 8 ) 

H26.7 1  
( 70

) 
 

 
099-227-5611 2,100  2,600   

 
099-225-5511 

2,070  2,550  ¥7,000 

 
099-223-1111 

1,900  2,200   

 
099-226-4518 

2,000  2,500   

 
099-226-3211 

2,100  2,600  
 

 

 
099-802-4301 

900 1,400  900 1,400  
7 9 1

300  

 
0997-52-7141 

2,000  2,300   

 
0997-69-3131 

1,500  1,500   

 
0997-53-1321 

2,100  2,600   

 700  700  
1

( ) 

 
 

2  

26 3  
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平成２６年度に新たな給付金制度があります。その２つが下記の通りです！！

　平成 26年度の課税状況が確定する 7月以降に「申請手続き等」について、
チラシ配布や無線放送等で詳しくご案内します。
　不明な点は、住民課福祉係までお問い合わせください。

種  類 
  

概要（目的） 
 
 
 

４月から消費税率が８％へ引

き上げられたことにより、所得の

低い方々への負担の影響を考慮

し、暫定的・臨時的な措置として、

 支給するものです。

４月から消費税率が８％に引き

上げられたことにより、子育て世代

の影響を緩和し、臨時的な給付措置

として行うものです。 
 児童手当の上乗せではありません。

対 象 者 平成２６年度分市町村民税（均

等割）が課税されていない方が対

象です。 
 ただし、ご自身を扶養してい

る方が課税されている場合や生

活保護制度の被保護者の方は対

 象外です。

平成２６年１月分の児童手当（特

例給付を含む）の受給者であって、

平成２５年の所得が児童手当の所

得制限額に満たない方を基本とし

 ます。

給付金額 支給対象者１人につき１万円 
ただし、下記に該当する方は、

５千円が加算されます。 
・老齢基礎年金、障害基礎年金、

遺族基礎年金等の受給者 
・児童扶養手当、特別障害者手

 当等の受給者

平成２６年１月分の児童手当の

受給者の対象となる児童を基本と

します。対象児童１人につき１万円 
ただし、臨時福祉給付金の対象者

及び生活保護の被保護者は対象外

です。 
 

手続き方法 
 
 
 

基準日（平成２６年１月１日）

において住民登録がされていた

市町村に申請します。 

基準日（平成２６年１月１日）に

おいて住民登録がされていた市町

 村に申請します。
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私達の財産を守る地籍調査を進めましょう
≪平成２６年度から口之島の地籍調査が始まります≫
　地籍とは、土地の戸籍のようなもので、地籍調査とは国土調査法に基づいて、１筆ごとの土地について、地番・地目・
境界の調査と登記に記載された所有者に関する確認と併せて、近代的測量方法により、境界測量及び面積の測定を行い、
調査結果を地図及び簿冊にまとめるものです。
　本村のこれまでの地籍調査は、
平成　７年～平成１０年　小宝島
平成１０年～平成１４年　悪石島
平成１４年～平成２６年　中之島
以上のようにこれまで３島が実施されました。
　本年度からは、口之島の地籍調査を計画しています。しかし、土地の境界の確認や不在所有者等、土地を知っている
人が少なくなっており今後の調査の遅れが心配されますので、地域住民の皆様のご理解ご協力をお願いいたします。
２． 地籍調査の必要性

　現在、登記所（法務局）に備え付けられてある地図（字限図）や登記簿等は、地籍調査の成果以外の殆どが明治初期
に作られたもので、特に地図は、実際の土地と比べて形や大きさも違っているものが多い状況です。このことは、我が
国の経済活動等に支障が生じていることから、早急に調査・整備することが必要です。

３． 地籍調査はこんなことの解決に役立ちます

　地籍調査の効果については、幅広く様々です。地籍調査がどのような効果を発揮しているかをここで紹介します。
（１）土地境界を巡るトラブルの未然防止
　　　地籍調査実施後は、境界や面積等の土地表示に関する登記の情報が正確なものに改められ、土地の境界も現地に
　　復元することが可能となることから、トラブルの未然防止につながります。
（２）登記手続きの簡素化及び費用縮減
　　　相続に伴って土地を分けたり（分筆）する場合、土地所有者自ら隣の地権者に現地立会を求め、互いに境界を確
　　認し実測しなければなりません。
　　　地籍調査を行っておらず境界が不明確な場合、調査に多くの費用と時間を要する外、隣接地権者の同意が必要に
　　なる等、登記手続きに支障を来す場合があります。地籍調査を行っていれば、個人が土地を分筆する場合などにお
　　いて、必要な調査・測量の費用負担を軽減することができます。
（３）土地の有効活用の促進
　　　地籍調査の未実施地域では、登記簿の面積と実測面積が異なることが多々あります。地籍調査実施済み地域では、
　　正確な土地の状況が登記簿に反映されるため、面積に関する紛争が少なくなり、土地取引を円滑に行うことができ
　　ます。
（４）公共事業の効率化及びコスト縮減
　　　地籍調査が未実施の場合、事業のたびに関係地権者の現地立会及び現況測量が必要となり、現地立会で土地の境
　　界に同意が得られない時には事業の進捗そのものに多大な支障を生じたりすることもあります。円滑な事業推進に
　　寄与できます。
（５）災害復旧の迅速化
　　　地籍調査実施済み地域では、地震・土砂崩れ・水害等の災害が起こり土地の形状が変わってしまっても、地籍調
　　査の成果によって境界を正確に復元することが可能となり、復旧活動を迅速に取りかかることができます。
（６）課税の適正化及び公平化
　　　地籍調査を行うことで、土地の一筆毎の正確な地目や面積が把握されるため、課税の適正化・公平化を図ること
　　ができます。

（７）公共物管理の適正化
　道路や河川等の公共財産は、管理者において適切に管理しなければなりま
せん。地籍調査実施により、公共物の敷地境界が明らかになって、台帳整備
に役立つことや境界確認申請への効率的な対応が可能となる外、官民境界が
明らかになることにより、住民負担の軽減が図られます。

４． 地籍調査の進め方

　地籍調査の作業手順を図示すると、次のようになります。

①住民説明会
　調査に先立って、事業内容の説明や実施の手順
について説明します。

②一筆地調査
　一筆ごとの土地について、関係者の立会いのも
と、所有者、地番、地目、境界の調査を行います。

③地籍測量
　委託業者による地籍測量を行います。一筆ごと
の正確な測量です。

④成果の閲覧・確認
　一筆地調査、地籍測量で作成した地籍簿、地籍
図の案を閲覧していただき、誤りなどを訂正する
機会を設けます。閲覧後、県知事の認証、国の承
認を受けます。

⑤登記所への送付
　地籍簿と地籍図の写しを登記所へ送付します。
これにより登記所において、土地登記簿が書き改
められ、地籍図が備え付けられます。

５． 地籍調査にかかる費用

　地籍調査事業は、国・県・村の補助事業で、個人の負担はありません。



No. 月日 曜日 場所 年齢

1 2/10 月 畑 80

2 3/3 月 道路 79

3 3/8 土 道路 63

4 3/16 日 畑 84

5 3/26 水 畑 59

6 4/10 木 畑 73

7 4/12 土 畑 87

8 4/14 月 自宅 82

市町村 職業 機械の種類 事故の概要

霧島市
(旧牧園町)

農業 動力運搬車
通路で動力運搬車を運転中，約90cm下の畑に転落
し，下敷きになり死亡

出水市 農業 トラクタ
中央線のない直線道路で，対向車と離合するため左
側に寄った際，約1.5ｍ下の水田に転落し，下敷きに
なり死亡

自宅敷地内でスキッドステアローダを使い農作業
中，バランスを崩して前方の道路に投げ出され，動
いてきた重機の下敷きになり死亡

知名町 無職 －
サトウキビ畑に残った枯れ草を焼却中，誤って足元
から火が燃え移り死亡

鹿児島市 農業 耕うん機
ビニールハウス内で耕うん中，左右のハンドルに通
した鉄棒と背後の支柱に首を挟まれ，窒息して死亡

芋畑でトラクタを運転中，約1.5ｍ下の畑に転落し，
横転したトラクタの下敷きになり死亡

伊佐市
（旧大口町）

農業 －
畑で枯れ草を焼却中，誤って足元から火が燃え移り
死亡

指宿市 農業 耕うん機
自宅格納庫で作業中，管理機のロータリーに下半身
を巻き込まれ，身動きがとれない状態で死亡（後頭
部を強打したか）

霧島市
（旧福山町）

農業 トラクタ

霧島市
(旧霧島町)

農業
スキッドス
テアローダ

15 14 

「農作業死亡事故多発警報」が発令されました！！
　平成 26年に入り県内全域で、２月に１件、３月に４件、４月に３件（平成 26 年 4月 15 日現在）、と
合計８件の農作業死亡事故が発生しています。これは、過去５年間で最悪の状況であり、連続して死亡
事故が発生したことから、「県内全域における農作業死亡事故多発警報」が発令されました。
　各農家におかれましては、安全確認を徹底し、事故等を未然に防ぐよう心がけてください。
※安全確認内容※
①道路の路肩やほ場の周囲を十分に確認し、転落・転倒を防ぐ
②運転中は必ず安全フレームを立てる
③シートベルトやヘルメットを着用する
④ほ場以外では必ず左右のブレーキを連結する
⑤自分の体力にあった、ゆとりある農作業を行う

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

1 1 6 2 3 2 2 2 19

1 1 6 2 3 2 2 2 19

2 1 2 1 1 7

2 1 1 1 5

1 1 3 2 6 1 2 1 1 1 19

1 1 2 1 5 1 2 1 1 15

2 1 3 3 1 2 1 1 2 1 1 18

2 1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 15

1 2 1 3 2 1 1 11

1 2 1 3 2 1 1 11

1.0 0.2 1.0 2.6 1.6 2.2 1.6 1.2 1.2 1.2 0.4 0.6 14.8

1.0 0.2 0.8 2.2 1.6 2.0 1.0 1.2 1.2 1.0 0.4 0.4 13.0

1 4 3 8

1 3 2 6

平成２２年
うち農業機械

平成２３年
うち農業機械

平成２４年
うち農業機械

年（暦年）

平成２１年
うち農業機械

うち農業機械

平成２６年
うち農業機械

平成２５年
うち農業機械

５ヵ年平均

2 3 5

7 1 2 5 15

3 4 4 1 6 18

3 2 1 5 11

1 1 1 1 4 8

22 6 17 17 26 88

25 7 19 19 30 100

1 1

年
65歳未満 65歳以上70歳未満 70歳以上75歳未満 75歳以上80歳未満 80歳以上 合計

うちトラクタ うちトラクタ うちトラクタ うちトラクタ うちトラクタ うちトラクタ

2 3

3 6

　　23年 2 1 1 3

2 9 9 13

7

　　24年 1 1 1

43

2

111 5

割合 23 5 21 21 30 100

計 10

　　26年

　　25年 3 2

　　22年 1

1. 過去の農作業死亡事故の件数について

2. 平成 26 年の農作業死亡事故の状況について（新聞情報等による速報）

（資料）平成１９年～２４年は国の公表値，平成２５年は経営技術課調査で未確定
               上段は農作業死亡事故件数，下段は農業機械作業に係る事故件数

3. 農業機械作業に係る農作業死亡事故の年齢構成の推移について

（注）翌年 12 月の農作業事故調査（死亡小票調査）により，修正の可能性がある。



平成26年度
当 初 予 算

　平成 26 年度の当初予算がまと
まり、3 月議会定例会において承
認されましたので、主な事業と
一般会計の歳入・歳出状況につ
いてお知らせいたします。

▲表２会計別予算規模の推移（単位：千円・％）

区分　　　項　　　　　　　　目  　予算額 　構成比 　対前年度比較
　　      　増減額　増減率
　　村税（住民税・固定資産税など） 　　63,419 　   1.9  △2,877      △4.3
　　分担金及び負担金（老人福祉施設費など）        　   803 　   0.0  △5,296    △86.8
　　使用料及び手数料（診療所負担金・家賃等） 　　65,068 　   1.9      5,901　　10.1
　　財産収入（土地貸付など）  　　13,922 　   0.4      1,993　    16.7
　　寄附金（トカラふるさと納税等） 　　  1,501        0.0         400 36.3
　　繰入金（貯金の取崩など）        202,983        6.1         △43,796     △17.7 
　　繰越金                       1        0.0              0      -
　　諸収入（他に属しない雑収入）           19,366         0.6      5,854         43.3
　　【 自 主 財 源 計 】        367,063      11.0         △37,821       △9.3 
　　地方譲与税（利子・配当・株式含む）         25,892        0.8         693    2.8
　　地方消費税交付金             6,189        0.2      1,307  26.8
　　自動車取得税交付金             1,819        0.1 △1,327      △42.2
　　地方特例交付金                     1        0.0             0               -
　　地方交付税     1,336,000      40.0    44,030           3.4
　　国庫支出金        857,733      25.7    32,794    4.0
　　県支出金        422,080      12.6    55,766         15.2
　　村債（村の借金）        　　　　     327,000　     9.8    △3,500      △1.2
　　【 依 存 財 源 計 】   2,976,714      89.0  129,763    4.6
　　　　合 計    3,343,777    100.0    91,942    2.8
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○  一般会計　3,343,777 千円
　  対前年度比　＋91,942 千円
　　　　　　  　＋2.8％

○  特別会計　1,155,131 千円
　  対前年度比　＋20,649 千円
　　　　　　　  ＋1.8%
　>>総額 112,591 千円 (2.6%)
　　の増額予算
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3,999
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▼表 1会計当初予算規模の推移（単位：百万円）

H17　H18　H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25　H26

4,746

3,798 3,837
4,104

3,637 3,610
3,979

4,386

三位一体改革終期

トカラ皆既日食 骨格予算

○　海外ホームスティ派遣事業　充当費　1,410 千円　事業費　2,830 千円

○　地域振興推進事業　　　　　充当費　1,400 千円　事業費　4,886 千円

○　列島マラソン　　　　　　　充当費　1,040 千円　事業費　2,083 千円

○　職場体験学習事業　　　　　充当費　   390 千円　事業費　   686 千円

○　村民体育大会事業　  　　　   充当費　   320 千円　事業費　   652 千円

〇　国民文化祭事業　　　　　　充当費　  278 千円　 事業費　2,546 千円

　　　　　項　　　　　　　　　　目　　 　        予算額　                構成比　            対 前 年 度 比 較
　　      　                        増 減 額　　　増 減 率
人件費 ( 議員･職員･委員等の報酬給与など )        　356,424　　            10.7       △4,528                 △1.3
物件費 ( 賃金･旅費･需用費･役務費･備品など ) 　   　445,480                    13.3 　    21,861                    5.2
維持補修費 ( 道路や施設の維持管理費 ) 　　     14,950   0.4 　 　7,588                  103.1
扶助費 ( 障害者･高齢者･医療など社会保障費 ) 　　 　38,781   1.2       △4,823                △11.1
補助費等 ( 補助金･報償金･保険料など ) 　   　238,560                　  7.1 　   19,449                    8.9
普通建設事業 ( 道路や施設などを造成します ) 　　1,577,527               　47.2        57,311                    3.8
公債費 ( 村の借金を返済するためのお金 ) 　   　568,988                   17.0   　△7,445                 △1.3
積立金 ( 目的をもった基金に貯金します ) 　　   　3,160   0.1 　     2,010                   174.8
繰出金 ( 特別会計･運用するための基金に支出 ) 　　 　92,017   2.8 　　 2,620                      2.9
予備費 ( 緊急に必要となったものに使います ) 　　　   7,890　                  0.2 　 △2,101                 △21.0
　　合計    　　3,343,777　             100.0        91,942                    2.8

注）構成比は各項目で四捨五入しているため合計の積み上げ額は相違しています。
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会 計 名 称　平成 26年度　平成 25年度　増 減 額　増減比
一 般 会 計　 3,343,777　3,251,835　   91,942  　    2.8
国民健康保険特別会計　    105,901　   105,072　         829  　    0.8
船舶交通特別会計　    910,423　   900,242　    10,181   　  1.1
介護保険特別会計　      61,164          58,999           2,165          3.7
介護サービス特別会計　        1,258　        1,017　           241        23.7
簡易水道特別会計　     69,536　      62,345　   　7,191        11.5
後期高齢者医療特別会計　        6,849　        6,807　             42          0.6

　項目　　 平成 26 年度　 平成 25 年度　　　　　  　    構成比　   対 前 年 度 比 較
　　     　          増 減 額　　増 減 率
議会                     44,366                43.795 　　　　   1.3                    571                  1.3           
総務費　   　   332,313              370,282 　　　　   9.9            △37,969          △10.3
民生費     192,121             171,510 　　  　     5.7               20,611                12.0
衛生費               257,809             224,051 　　           7.7               33,758                15.1
労働費 　        595 　　       0 　                               　   0.0                     595                  0.0
農林水産業費  431,687            537,623   　                                  12.9             △105,936        △19.7
商工費                96,027               81,624                                            2.9               14,403                 17.6
土木費            1,253,117         1,091,103 　　         37.5             162,014                14.8
消防費               16,017                 20,171                                           0.5 　        △4,154             △20.6
教育費    142,847              125,252 　　           4.3                17,595                14.0
公債費    568,988              576,433　　                                17.0              △7,445              △1.3
予備費 　    7,890              9,991 　                0.2              △2,101            △21.0
　合計　       3,343,777          3,251,835            　 100.0               91,942                 2.8

▼表 5目的別に見た歳出の推移（単位：千円・％）
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26年度当初予算の主な事業
　主に新規・拡充事業を紹介します。
　　　…H26 新事業　　　　　…H26 拡充事業
　　　…H25 新事業　　　　    …H25 拡充事業

１　ひとを大切にする
　「ひと」は村にとってかけがえのない財産です。
村が発展するのも、衰退するのも「ひと」が大き
な要因となります。少子高齢化、過疎化の進展に
より様々な問題が生じてきています。ここに住ん
でいる人、ＵＩターン者、観光客、友好島民等を大
切にする施策を進め「ここに住んで良かった、こ
こに住みたい、ここに来て良かった」を実現する
施策を展開します。
　住民が安心して暮らせる生活環境の整備として、
港湾、漁港、道路、飲料水、環境衛生、消防防災、医療、
福祉、文化、教育などを積極的に推進していきます。
　望まれる航路体系を確立し、交通ネットワーク
の整備充実を図ります。
　情報通信基盤の普及促進を図り、地域の情報格
差の是正に努めます。
　子供や高齢者が希望の持てる少子高齢化対策を
強化します。
「健康なくらし」
　　介護事業所運営事業　事業費 19,986 千円
　小規模多機能ホームたからの指定管理、及び施
設の管理運営に要する費用です。
　　介護保険等整備推進事業　
                                                        事業費　3,329 千円
　長寿社会づくり事業を活用し、口之島でサロン
活動、見守り活動等を介護保険適用事業として転
換するための準備を行います。
　　介護事業所支援事業　事業費 16,816 千円
　雇用対策基金事業の地域人づくり事業を活用し、
口之島の介護事業所の設立を支援します。
　　診療所費　事業費 153,983 千円
　各島の診療所の運営に係る経費です。

「安心して快適に暮らす」
　　ブロードバンド施設管理費

　　　　　　　　　　　　　　事業費 47,486 千円
　トカラ結ネット及び行政系イントラネットの管
理運営に要する費用です。平成 25 年度末から回線
容量が増えました。
　　代替船建造事業　事業費 4,794 千円
　フェリーとしまの後継船建造のため、建造委員
会、視察調査、航路に係る地元との意見交換を実
施します。
　　離島航路改善計画策定経費　
　　　　　　　　　　　　　　事業費  6,042 千円
　フェリーとしまの後継船建造の是非を含む、航
路改善方策を検討し、航路改善計画を策定します。
　　臨時福祉給付金給付事業　事業費 6,005 千円
　国の消費税経済対策事業の一環で村民税非課税
者に一時金を給付します。
　　補助道路新設改良事業　事業費 197,781 千円
　村道中之島御岳線、平島高原線・南之浜線・中
央線・東海岸線、諏訪之瀬島榊戸原線、宝島荒木
崎線の新設改良工事を進めます。
　　補助港湾建設事業　　事業費 830,000 千円
　東之浜港、小宝島港の改修工事を進めます。
　特定離島（定住促進住宅）　事業費 68,378 千円
　悪石島、宝島に 2 世帯村営住宅をそれぞれ 1 棟
ずつ整備します。
　
「生きがいのある暮らし」
　　娯楽設備等整備補助事業　事業費400千円
　集落で活用する娯楽設備の購入費を助成します。
　　高齢者優待乗船券事業　事業費5,059千円
　70 歳以上の方を対象に年 12 往復できる乗船券
を交付します。

「ひとを育てる」
　　婚活支援事業　　事業費 356 千円
　婚活に係る特定の費用の一部を助成し、活動を
支援します。
　　特定離島 ( 定住対策 )　事業費 7,442 千円
　定住の総合的な促進を図るため、定住促進プロ
ジェクトチームとの連携強化、UI ターン者随行、
既 UI ターン者と意見交換、都市での定住説明や面

談等を実施します。
　　地域振興 ( 花嫁対策 )　事業費 1,800 千円
　婚姻を希望する未婚者の解消を図るため、村内
で婚活ｲﾍﾞﾝﾄを開催し、出会いの場を提供します。
　　子育世帯臨時特例給付金事業　
　　　　　　　　　　　　　　　事業費 642 千円
　国の消費増税経済対策事業の一環で子育て世帯
に一時金を給付します。
　　就業者支援事業　事業費 53,217 千円
　一定の要件を満たす転入から間もない UI ターン
者を対象に、村で自立するために産業に従事した
日数に応じて、奨励金を交付します。
　　農村交流推進事業　事業費 5,362 千円
　雇用対策基金事業の地域人づくり事業を活用し、
農業ボランティアを積極的に受け入れ、労働力の
確保と交流人口の増加に繋げます。
　　特定離島（山海留学）　事業費 12,651 千円
　平成 26 年度は 16 名の受け入れを見込んでいる
ほか、里親研修会、留学希望者の運賃支援を計画
しています。
　　海外ホームステイ派遣事業　事業費2,830千円
　平成 26 年度は 25 年度と同様 5 名の派遣を夏季
アメリカコースで計画しています。
　　離島高校生修学支援事業　事業費 3,621 千円
　村外に滞在し、通学する高校生の滞在費用及び
帰省に要する交通費を支援します。
　　職場体験学習事業　事業費 686 千円
　鹿児島市内の会社等で中学生の職場体験を計画
しています。

２　自然と共生する
　島・山・海・空・植物・動物…どれもみなトカ
ラの自然がもたらした恵み、「宝」です。自然はひと、
物をはぐくみ、和ませます。また、時には人々に
脅威をあたえます。その荒々しさがトカラの美し
い姿を今日まで残してくれてもいます。住民、来
島者…地球のために自然を守り、うまく付き合い、
それを活かしていく共存の施策を展開します。
「自然を守る」
　　害虫駆除対策事業　事業費 2,059 千円

　蚊などの害虫に加え、スズメバチ、ネズミ駆除
剤を支援します。
　　各種団体補助（環境衛生）　事業費 530 千円
　集落環境の衛生活動に要する集落設備の購入費
用の一部を助成します。
　　海岸漂着物地域対策推進事業　
　　　　　　　　　　　　　　事業費 22,136 千円
　国の基金事業を活用して、海岸漂着物の除去を
進めます。
　　特定離島（環境保全対策）　事業費3,190千円
　中之島にゴミ収集庫 20 基を整備します。

「自然を活かす」
　　消費者行政活性化事業　事業費 2,965 千円
　補助事業を活用して、来年のカレンダー 700 部
を製作します。
　　列島マラソン　事業費2,083千円
　地理的な特性を活かした全国でも希なマラソン
として、年々知名度も上昇しています。
　　特定離島（カレンダー制作）　
    　　　　　　　　　　　　　　事業費3,337千円
　住民、友好島民に配布するほか、官公庁や観光
関連企業等に配布し、PRします。
　　特定離島（温泉場）　事業費21,546千円
　セランマ温泉の周辺に遊歩道等を整備します。
　　交流人口促進事業　事業費2,588千円
　離島活性化交付金事業を活用し、奄美大島との
観光連携による観光客等の交流人口の誘致を図り
ます。
　　地域振興（観光地整備）　事業費5,461千円
　宝島鍾乳洞入口周辺のアプローチのスロープ・
手摺を整備します。

３　ものを生みだす
　「ひと」は大切な財産です。「ひと」は、自然の
なかで支え育まれます。宝物である自然という資
源を農業・畜産業・水産業・林業・商工業・観光
などの分野をとおして、活かし、創る施策を展開
します。
　基幹産業である農畜水産の強化と観光の活性化
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を図ります。
「活力ある産業」
　　起業支援型地域雇用創造事業   事業費 625千円
　国の雇用創造事業を活用し、島での仕事に係る
相談・助言等で、産業分野への参入を支援します。
　　特定離島 ( 共同利用農業施設 )
　　　　　　　　　　　　　    事業費 15,741 千円
　農作物の品質向上、収穫量増量を図るため、平
張施設の整備を進めます。平成 26 年度は、中之島、
悪石島にそれぞれ 4棟整備する計画です。
　　特定離島（流通販売促進）　事業費 9,169 千円
　特産品の流通販売推進業務、村の農林水産物収
穫祭をNPOに委託します。
　　補助離島活性化（運賃補助）    事業費 360 千円
　農林水産物加工品を対象に出荷時の定期船運賃
の一部を助成します。
　　特定離島(畜産振興施設整備)　事業費31,243千円
　運搬車（2t ユニック車）と共同利用飼料機械倉
庫（諏訪之瀬島）を整備します。
　　特定離島 ( 草地開発 )　事業費 22,834 千円
　平成 24 年度から開始した小宝島の採草地の整備
を進めます (H26 完了 )。また、今後の草地開発の
基盤となる全島の牧場の現況調査を実施します。
　　特定離島(かんがい・排水)　事業費20,000千円
　諏訪之瀬島、悪石島に農業用水用ため池を整備
します。
　　補助林道舗装事業　事業費 38,500 千円
　林道口之島線 290m の舗装工事を計画していま
す。林道椎崎線：平成 25 年度完了。
　　特定離島 ( 特用林産物 )　事業費 3,000 千円
　植林地の造成、サカキ (2250 本 ) の定植を計画
しています。
　　特定離島 ( 林産物利活用 )　事業費 1,635 千円
　竹林資源の有効利活用方策の調査研究を行いま
す。
　　特定離島（特用林産物）　事業費 9,099 千円
　諏訪之瀬島筍搬出道路の側溝 (270m) を整備し
ます。
　　特定離島(新規林産物導入)　事業費2,368千円
　ヒサカキ・サカキの先進地視察、現場研修を行
います。

　　特定離島(漁船漁業利便施設)   事業費7,474千円
　小宝島船場施設のウインチの換装を実施します。
　　起業支援型地域雇用創造事業(水産 )
                                                                                          　事業費3,106千円
　国の雇用創造事業を活用し、水産物の加工開発
分野での新しい雇用創出を支援します。

４　みんなで創る
　私も、あなたも村づくりの主役です。ある意味
での運命共同体です。「みんなで決めて、みんなで
実行－もちろん、みんなの責任で！」
　人口対策を最重要課題として地域住民と一体と
なって取り組みます。
　住民ニーズに応じた行政機能を図り、健全な行
財政運営の確立や自治コミュニティなどの機能強
化に取り組みます。
「住民参加」
　　 村政座談会費　事業費 2,589 千円
　例年の村政座談会に併せて無人島調査を行いま
す。
　　地域振興推進事業　事業費 4,886 千円
　地域が主体的に取り組む地域づくり活動を支援
し、地域の活性化を図ります。
　　雇用創出対策事業　事業費 595 千円
　新たな雇用体系について検討を進め、雇用の創
出を図ります。
　　国民文化祭事業費　事業費 2,546 千円
　平成 27 年度実施の国民文化祭に向け検討を進め
ます。
　　村民体育大会費　事業費 652 千円
　村民体育大会の実現に向けた検討を始めます。

「行財政運営」
　　公共施設保全調査　事業費 12,712 千円
　村内の公共施設の老朽化等の度合いを調査し、
修繕等が必要な施設について簡易図面、及び概算
費用を見積もります。
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フェリーとしま　中村　愼一
　この度 3月末日をもちまして定
年退職いたしました。36 年半の海
上勤務でしたが、皆様方のご指導
ご厚情により、公私ともども充実
した日々を過ごすことができまし
た。心から厚く御礼申し上げます。

退職職員のお知らせ
　この度、3月末をもちまして退職することとなりました。四年間という短い
間ではありましたが、住民の皆様にはいつも支えて頂き助けられることが多
かったように思います。本当にありがとうございました。今後も皆様が健康で
いきいきと生活できるように十島村が更なる発展をされますことを心よりお祈
り申し上げます。いつまでも皆様の笑顔が輝いている村でありますように。
　 住民課保健師　大山　茜
　十島村役場、教育委員委員会に勤めさせていただいた 1年 9ヵ月は本当に
あっという間でした。島に行くと、「またおいで」と声をかけて下さる島民
の方々、夜遅くまで仕事をする教職員の方々、役場、教委の先輩たち。最高
の出会いに恵まれたと思っています。十島村を一生忘れることは出来ません。
4月からは警察官として頑張ります。再び十島村に携わることが出来れば最
高です。赴任希望出します！ありがとうございました。
　 教育委員会　宮永　征尚

　2年間という短い間でしたが、大変お
世話になりました。島民の皆様、役場
職員の皆様、他にも数多くの方々の御
協力のおかげで、出張員の職務が遂行
できました。ありがとうございました。
私は島を離れますが、十島村のさらな
る発展を願っております。

小宝島出張員　中村　勝都志
　私、先日３月 31 日をもって、口之島出
張員として、18 年間村と島のパイプ役と
して、微力ながら、期間中何の事故等も無
く、務めて来ました。ここまでこれたのも、
役場の皆様や島の皆様方に支えられて仕事
を出来た事、本当に感謝しております。あ
りがとうございました。これから残った人
生を、島の為に頑張って行く所存です。

口之島出張員　永田　定

新規採用職員のお知らせ

　はじめまして。念願だった地域看護
職に就くことができて大変嬉しく思っ
ております。緊張で一杯ですが、早く
村民の皆様の顔・名前を覚え、お役に
立てるようになりたいと思います。夫・
子 2人の 4人家族です。よろしくお願
い致します。

　皆様はじめまして、私中島は住民
課健康福祉室看護専門員として、採
用されました。私自身医療スタッフ
として、1人 1人のために全力投球
の思いでいます。これからよろしく
お願いいたします。

住民課看護専門員  東　みち子 住民課看護専門員　中島　千代子
　初めまして。この度、小宝島出張
員として採用になりました「髙尾渉」
と申します。神奈川県からのＩター
ン移住となります。一日も早く小宝
島の皆様のお役にたてるように日々
努力しますので、宜しくお願いしま
す。

　４月より保健師として採用されました肥後です。よろ
しくお願いします。口之島生まれ口之島育ちです。学生
時代から将来はふるさとである十島村のために働きたい
という夢がありました。保健師として少しでも十島の方々
が元気で安心して地域で生活できるよう頑張っていきた
いと思います。

住民課保健師

　   肥後　あかね
　4月 1日よりフェリーとしま船舶職員になりまし
た、里誠治です。平成 13 年よりフェリーとしまに
乗船しています。今後も今まで以上に島民の皆様の
力になれるよう、親切、丁寧な接客、また安全運航
に務めて参ります。よろしくお願い申しあげます。

フェリーとしま

　    　里　誠治
小宝島出張員  髙尾　渉

　4月に平島の風習による結婚式をしました。明子
が生まれ育った東京（銀座）でも挙式をしました。
良一は漁をはじめ、サンセべりア、マコモダケの
生産等の仕事に更に励みます。明子の仕事は運動
指導。平島には5年前に初訪問。海で泳ぎ、ヨガをし、
自然豊かな環境、心豊かな島民に魅せられ毎日、
足を運んでいました。東京での仕事の一部を継続
しつつ、外部の目線で見た島の素晴らしさを多く
の人に知ってもらえる活動をしたいです。今後は
父　義光と共に 3人で楽しく過ごしていきたいで
す。　　　　　　　▽日高　良一・明子夫妻

ようこそ　トカラへ！
　今年結婚をされた平島の２組の夫婦を紹介します。

　平成２６年３月２３日　結婚しまし
た。これから２人で頑張っていこうと
思います。よろしくお願いします。
 　　△日髙　龍次郎・優子夫妻
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十島村の人口・世帯数  平成 26 年 4月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  63　　    63　　  126　　  78

中　 之　 島  　　88　　    67　　  155　　  89

平  　　　島　　  39　　    30　　　69　　  38

諏訪之瀬島  　　38　　    33　　　71　　  36　　　

悪 　石　 島　　  26　　    29　　　55　　  32

小　 宝 　島  　　30　　    27　　　57　　  30

宝　　　  島　　  66　　    61　　  127　　  73

合  　　　計　　 350　　 310　　 660　　376

村営定期船 フェリーとしま  
平成 26 年 06 月運行予定
※平成 25年 7月 1日より、フェリーとしまは
全便名瀬便での運航となりました。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
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名
瀬
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名
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名
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瀬
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名
瀬
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出

入
　

入
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鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

32

入
　

　
　
出
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日

曜 日   月   火   水   木   金   土   日   月  火   水   木   金   土   日   月  火   水   木   金   土   日   月   火   水   木  金   土   日   月    
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出

入
　

　
　
出
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出

名
瀬
便

名
瀬
便

ＳＮＳやブログ等での写真の掲載について
　近年、インターネットが身近になり、Facebook や twitter 等の
ソーシャルネットワーキングサイト (SNS) や、ブログにより島の
様子などが多くの人達の目に触れるようになりました。このよう
に、SNS やブログへの写真の掲載は大きな島の PRになります。
しかし、中には個人の顔が載った写真を掲載される場合、写真に
写った顔は「個人情報」となりトラブルの原因になる場合がござ
います。写真を掲載される場合は充分注意し、個人間のトラブル
がおきないようにしましょう。

入
　

　
　
出

総務課　政策推進室

　「広報としま」 に掲載する

　　   写真 & イラストを

        募集しています！

            あなただけの十島を

              皆で共有しましょう！

▼詳しくは、下記までお問い合わせください。

※実証試験運航の実施につきましては、広報としま 5月号 10 頁に掲載しています。


